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４
月
１
日
か
ら
２７
日
ま
で

図
書
館
本
館
（
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
９
号
館
）
で
。
１０
時
か

ら
１７
時
。
日
曜
除
く
。
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
設
サ

イ
ト
で
。

☎
０４４
（

９１１
）

１
２
７
４

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

が
語
る
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
事
情

２
０
１
１
」

５
月
１２
日
か
ら
７
月
１４
日

の
毎
週
木
曜
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
全
１０
回
。
１９
時
か
ら

２０
時
３０
分
。
在
学
生
、
在
学

生
の
父
母
、
卒
業
生
、
一
般

対
象
。

受
講
料
な
ど
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。

☎

０４４

（
９１１
）
７
１
８
９

中
国
内
陸
部
で

調
査
、
研
究
交
流

２
０
０
８
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
、
中
国
は
い
ち
早
く

総
額
４
兆
元
の
「
内
需
促
進
・
経

済
成
長
の
た
め
の
１０
大
措
置
」

（
２
０
０
８
年
１１
月
９
日
）
を
発

表
し
、
自
動
車
、
家
電
へ
の
種
々

の
補
助
金
制
度
も
奏
功
し
、
内
需

主
導
型
の
成
長
に
旋
回
し
、
現
在

「
機
関
車
」
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
社
研
で
は
そ
の
成
長
の
実

態
を
中
国
の
内
陸
部
で
確
認
す
る

べ
く
、
安
徽
省
合
肥
市
、
湖
北
省

武
漢
市
、
陜
西
省
西
安
市
で
調
査

を
２
０
１
０
年
９
月
５
日
か
ら
１１

日
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

中
国
自
動
車
企
業
、
日
系
建
設

機
械
企
業
、
日
系
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

企
業
、国
家
級
技
術
開
発
区
、安
徽

省
社
会
科
学
院
等
を
訪
問
し
∥
写

真
①
∥
、得
難
い
調
査
、研
究
交
流

が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果

は
『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所

月
報
』
№
５
７
２
、
５
７
３
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
記
内
需

振
興
策
が
奏
功
し
た
伏
線
と
も
な

っ
て
い
る「
中
部
地
区
崛
起
」政
策

（
２
０
０
６
年
発
表
）の
舞
台
と
な

っ
た
中
部
６
省
経
済
に
つ
い
て
の

研
究
は
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
安
徽
省
社

会
科
学
院
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
『
中

国
中
部
地
区
発
展
報
告
［
２
０
１

０
］』の
巻
頭
の
総
論
の
一
部
を
、

了
解
を
得
た
う
え
で
前
記
月
報
に

訳
出
し
掲
載
し
ま
し
た
。

第
３
回
合
同
研
究
会
を

檀
国
大
キ
ャ
ン
パ
ス
で

ま
た
、
そ
の
翌
１０
月
９
日
に
檀

国
大
学
と
の
第
３
回
合
同
研
究
会

を
檀
国
大
学
天
安
（
チ
ョ
ナ
ン
）

キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
∥

写
真
②
。
今
回
は
町
田
俊
彦
所
長

（
経
済
学
部
教
授
）
が
「
民
主
党

政
権
下
の
経
済
政
策
―
税
制
改
革

を
中
心
に
―
」
、
田
中
隆
之
所
員

（
経
済
学
部
教
授
）
が
「
非
伝
統

的
金
融
政
策
」
と
題
し
て
報
告

し
、
ま
た
蔡
�
錫
所
員
（
経
営
学

部
教
授
）
が
檀
国
大
学
か
ら
発
表

さ
れ
た
２
人
の
報
告
に
コ
メ
ン
ト

を
加
え
、
有
意
義
な
研
究
交
流
と

な
り
ま
し
た
。

以
上
の
報
告
は
『
専
修
大
学
社

会
科
学
研
究
所
月
報
』
№
５
７
１

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
記

の
ナ
ン
バ
ー
を
含
め
月
報
は
社
研

Ｈ
Ｐ
上
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
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）。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
経
済
学
部
教
授
・
宮
嵜
晃
臣
）

社
会
科
学
研
究
所（
以
下
、
社
研
）か
ら
昨
年
９
、１０
月
に
中
国
、韓
国

で
行
わ
れ
た
２
０
１
０
年
度
海
外
調
査
・
研
究
活
動
の
成
果
が
届
い
た
。

専
修
大
学
情
報
科
学
研
究
所
（
所
長

∥
大
曽
根
匡
経
営
学
部
教
授
）
は
２
月

１６
、
１７
の
両
日
に
川
崎
市
中
原
区
の
と

ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ
ほ
か
で
開
か
れ
、
１

万
２
５
０
０
人
が
来
場
し
た
「
川
崎
国

際
環
境
技
術
展
２
０
１
１
」
に
出
展
し

た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
・
上
平

崇
仁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「k

o
m
e
l

『
食

べ
る
』
を
知
ろ
う
」
の
ほ
か
、
綿
貫
理

明
同
学
部
教
授
が
川
崎
市
産
業
振
興
財

団
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
太
陽
電
音

㈱
、
㈲
伊
藤
工
業
と
連
携
し

て
開
発
し
た
「
自
転
車
型
人

力
発
電
機
」
、
こ
れ
を
応
用

し
た
「
体
育
館
を
発
電
所

に
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
展
示
。
こ

れ
は
、
風
力
・
太
陽
光
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
人
力
を
統
合
・
蓄
電

し
、
日
常
生
活
に
活
用
す
る
第
一
段
階

と
し
て
、
自
転
車
型
の
人
力
発
電
機
を

考
案
し
た
も
の
。
２
０
１
１
年
度
綿
貫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
ら
が
説
明
を
担

当
し
た
本
学
の
ブ
ー
ス
に
は
阿
部
孝
夫

川
崎
市
長
を
は
じ
め
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

公
使
な
ど
外
国
の
来
賓
、
電
力
会
社
や

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
多
く
の
来
場
者

が
あ
っ
た
。
当
日
の
様
子
は
地
域
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
テ
レ
ビ
で
も
配

信
さ
れ
た
。
同
教
授
は
「
数
十
年
後
に

は
必
ず
枯
渇
す
る
石
油
や
、
今
問
題
と

な
っ
て
い
る
原
子
力
に
頼
ら
な
い
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
人
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
活
用
す
る
社
会
基
盤
の
構
築
を
目

指
し
て
開
発
し
ま
し
た
。
今
後
、
体
育

会
の
協
力
を
得
て
総
合
体
育
館
で
実
験

を
重
ね
、
将
来
的
に
は
体
育
館
で
使
う

電
力
の
一
部
を
人
力
発
電
で
賄
え
る
よ

う
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

こ
の
た
び
の
地
震
で
被
害
に
あ
わ
れ
た
校
友
の
皆
さ

ま
、
お
よ
び
ご
家
族
、
さ
ら
に
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方

々
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
方
が
一
日
も
早
く
立
ち
直
ら
れ
、
被

災
地
が
見
事
に
復
興
し
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

専
修
大
学
校
友
会

八
代

中
氏
（
や
つ
し
ろ

・
ひ
と
し
）
名
誉
教
授
・
元

経
営
学
部
教
授

２
月
７
日
、
肺
炎
の
た
め

８７
歳
で
死
去
。
告
別
式
は
同

１９
日
、
山
梨
県
の
セ
レ
オ
ホ

ー
ル
甲
斐
で
執
り
行
わ
れ

た
。１

９
５
９
年
か
ら
在
職

し
、
９４
年
定
年
退
職
。
主
な

担
当
は
英
語
。

〈
３
１
会（
ど
う
し
た
会
）卒

業
５５
周
年
総
会
・
懇
親
会
〉

▽
４
月
１
日
（
金
）
▽
１２
時

３０
分
開
会
▽
専
修
大
学
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
１５
階

「
報
恩
の
間
」

打
田
友
生

氏
☎
０８０
（
１
３
２
１
）
９
７

５
４

〈
不
動
産
建
設
黒
門
会
総
会

・
懇
親
会
〉

▽
４
月
９
日
（
土
）
１６
時
開

会
▽
専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
１
号
館
８
階
「
８
Ａ
会

議
室
」

藤
村
茂
氏
☎
０３

（
６
２
３
１
）
１
７
０
１

〈
多
摩
支
部
総
会
〉

▽
４
月
１２
日
（
火
）
▽
１６
時

集
合
▽
箱
根
湯
本
温
泉
「
ホ

テ
ル
岡
田
」

小
形
明
氏
☎

０４２
（
３７５
）
３
１
７
１

個
性
を
尊
重
す
る
イ
タ
リ

ア
に
暮
ら
し
て
３０
年
。
日
本

語
教
師
と
し
て
活
躍
す
る
一

方
、
イ
タ
リ
ア
の
地
方
都
市

を
紹
介
し
、「
伝
統
文
化
を
守

り
、
人
間
本
来
の
リ
ズ
ム
で

生
活
す
る
」
大
切
さ
を
日
本

人
に
訴
え
る
。
日
伊
両
文
化

交
流
の
か
け
は
し
を
担
う
。

榛
名
山
の
懐
に
抱
か
れ
た

群
馬
県
吾
妻
郡
の
出
身
。
専

大
時
代
は
「
オ
ー
ト
バ
イ
が

す
べ
て
」
だ
っ
た
。
「
二
輪

愛
好
会
」
を
つ
く
り
、
大
学

対
抗
モ
ト
ク
ロ
ス
大
会
に
出

場
、
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
の

雑
誌
に
投

稿

し
、
記
事
を
書

い
た
。

卒
業
後
、
始

ま
っ
た
ば
か
り

の
パ
リ
・
ダ
カ

ー
ル
・
ラ
リ
ー

を
追
い
、

渡

欧
。
著
し
い
経

済
発
展
を
遂
げ

る
日
本
へ
の
関

心
の
高
さ
に
気

付
き
、
「
欧
州

の
若
者
た
ち
に

日
本
語
を
教
え

た
い
」
と
帰
国
後
、
東
京
の

新
宿
日
本
語
学
校
で
日
本
語

教
授
法
を
学
ん
だ
。
校
長
は

専
大
で
非
常
勤
講
師
も
務
め

た
江
副
隆
秀
さ
ん
（
平
１４
院

文
修
）。

「
江
副
先
生
か
ら
日
本
語

を
教
え
る
者
は
、
ま
ず
人
間

と
し
て
魅
力
あ
る
人
物
で
あ

る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
上
で

技
術
を
磨
き
、
現
場
経
験
を

積
み
、
相
手
の
国
の
歴
史
や

習
慣
に
深
い
理
解
を
示
す
こ

と
―
―
と
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
姿
勢
は
、
言
葉
や

文
化
を
教
え
る
上
で
の
原
点

に
な
り
ま
し
た
」

日
本
交
流
基
金
に
よ
る
日

本
語
講
師
海
外
派
遣
に
応

募
。
５０
人
の
中
か
ら
唯
一
選

ば
れ
８１
年
、
ナ
ポ
リ
・
オ
リ

エ
ン
タ
ー
レ
大
学
政
治
学
部

の
日
本
語
教
師
に
就
任
。
ロ

ー
マ
大
学
を
経
て
、
２
０
０

０
年
か
ら
国
立
ペ
ル
ー
ジ
ャ

外
国
人
大
学
の
教
授
に
。

日
本
語
教
育
に
情
熱
を
注

ぐ
一
方
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
町
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

の
美
し
さ
や
歴
史
を
持
つ
イ

タ
リ
ア
各
地
を
取
材
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
Ｎ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
Ａ
（
日
伊

文
化
交
流
協
会
）
を
組
織
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

交
流
に
力
を
尽
く
す
。

長
い
間
、
異
国
か
ら
日
本

を
見
て
き
た
。
「
も
っ
と
人

間
ら
し
い
生
活
が
あ
る
は
ず

で
は
。
豊
か
さ
は
モ
ノ
優
先

で
は
な
い
」
と
日
本
人
に
訴

え
る
。
日
本
の
学
生
た
ち
に

は
「
自
分
の
目
で
世
界
を
見

て
。
思
い
き
っ
て
踏
み
出
す

こ
と
で
道
が
開
け
る
」
と
自

ら
歩
ん
だ
道
の
り
を
示
し

た
。

「梅本吉彦法学部教授退職記念祝賀会」

が２月２０日、東京都港区の「ホテルオー

クラ東京」で開かれた。ゼミの卒業生ら

約２００人が出席し思い出を語り合った。

日
本
古
代
史
の
分
野
で
独

自
の
研
究
を
続
け
、
『
古
代

史
を
斬
る
』
（
自
費
出
版
∥

本
紙
４
３
０
号
既
報
）
な
ど

で
成
果
を
発
表
し
て
き
た
萱

嶋
完
彦
さ
ん
（
昭
３７
法
）
が

新
著
を
刊
行
し
た
。

３２
年
に
わ
た
る
研
究
の
集

大
成
と
な
る
本
書
で
は
、
継

体
天
皇
即
位
の
謎
に
着
目
。

第
２５
代
武
烈
天
皇
に
続
い
て

即
位
し
た
の

は
弟
・
真
若

王
で
あ
り
、
継
体
天
皇
に
譲

位
し
た
「
真
若
天
皇
」
の
子

が
蘇
我
稲
目
を
名
乗
り
、
馬

子
・
蝦
夷
・
入
鹿
と
続
く
蘇

我
氏
と
な
っ
た
、
と
い
う
大

胆
な
新
説
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
古
代
史
フ
ァ
ン
な
ら
ず

と
も
手
に
取
っ
て
読
み
た
く

な
る
、
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
説
得

力
の
あ
る
新
説
だ
。

（
創
栄
出
版
∥
自
費
出
版
）

『
源
氏
物
語
』
全
５４
帖
の

中
で
詠
わ
れ
た
和
歌
は
７
９

５
首
。
本
書
は
そ
の
す
べ
て

を
変
体
仮
名（
く
ず
し
字
）で

収
録
す
る
と

と
も
に
、
字

源
、口
語
訳
を
配
し
た
労
作
。

一
度
は
変
体
仮
名
で
古
典
に

触
れ
た
い
、
『
源
氏
物
語
』

を
読
み
た
い
と
考
え
て
い
る

向
き
に
は
格
好
の
１
冊
だ
。

は
さ

随
所
に
挟
み
込
ま
れ
た
コ
ラ

ム
も
充
実
し
、
巻
末
に
は
初

句
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。

井
上
さ
ん
は
茨
城
県
立
高

校
で
教
諭
を
３０
年
以
上
務

め
、
現
在
は
地
元
で
「
変
体

仮
名
で
読
む
古
典
名
作
講

座
」
を
主
宰
し
て
い
る
。

監
修
は
『
源
氏
物
語
』
に

造
詣
の
深
い
中
田
武
司
名
誉

教
授
が
担
当
し
て
い
る
。

（
新
典
社
、
本
体
価
格
３
８

０
０
円
＋
税
）

川川
崎崎
国国
際際
環環
境境
技技
術術
展展
にに

情情
報報
科科
学学
研研
究究
所所
がが
出出
展展

中国、韓国で実施

❶

――自転車型人力発電機も展示――

萱
嶋

完
彦
（
昭
３７
法
）著

ゼミの卒業生ら約２００人が祝う

▲ 来場者に説明する綿貫教授（右）

２２００１１００年年度度海海外外調調査査・・研研究究活活動動

井
上

八
雲
（
昭
４８
院
文
修
）編
著

－言葉を教える者は「魅力ある人間」に－

★
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

展

示
・
講

座

情

報

★
図
書
館

春
の
企
画
展

「
水
滸
伝
Ｖ
Ｓ
八
犬
伝
」

イ
タ
リ
ア
の
ペ
ル
ー
ジ
ャ
外
国
人
大
学

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授

❷

な
か

ざ
わ

あ
き

の
り

中
澤

昭
憲
さ
ん

（
昭
５４
法
）

社会科学研究所

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

訃

報
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